
○越谷市北部市民会館図書室図書貸出規程 

昭和６３年９月２８日 

規則第５７号 

（趣旨） 

第１条 この規程は、市が設置する北部市民会館図書室（以下「図書室」

という。）の図書、記録その他の資料（以下「図書室資料」という。）

の貸出しに関し必要な事項を定めるものとする。 

（図書室の設置場所） 

第２条 図書室の設置場所は、越谷市北部市民会館内とする。 

（遵守事項） 

第３条 図書室を利用しようとする者は、次の事項を守らなければならな

い。 

（１） 所定の場所以外に図書室資料を持ち出さないこと。 

（２） 室内においては静粛を旨として他人に迷惑をかけないこと。 

（図書室資料の貸出し） 

第４条 図書室資料を図書室以外で利用すること（以下「貸出利用」とい

う。）ができる者は、次のとおりとする。ただし、特別の理由により市

長（越谷市市民会館設置及び管理条例（昭和６３年条例第２３号）第１

６条第１項の規定により指定管理者に越谷市市民会館の管理を行わせる

場合にあつては、指定管理者。以下この条から第７条まで及び第９条か

ら第１３条までにおいて同じ。）が許可した場合は、この限りでない。 

（１） 市内に居住し、又は通勤し、若しくは通学する者 

（２） 越谷市立図書館運営規則（平成２年教委規則第１号）第９条第

３号に掲げる者に準ずるものとして市長が認めるもの 

（利用者の登録及び利用券の交付） 

第５条 貸出利用をしようとする者は、貸出申込書（第１号様式）に住所

を確認できるものその他必要な書類を添えて市長に提出しなければなら



ない。 

２ 市長は、前項の規定により貸出申込書を提出した者（以下「貸出申込

者」という。）が前条各号のいずれかに該当すると認めるとき又は貸出

申込者に対して同条ただし書の規定による許可をしたときは、利用者の

登録（以下「登録」という。）を行い、当該貸出申込者に対して利用券

を交付するものとする。 

（登録の内容の変更） 

第６条 前条第２項の規定により登録を受けた者（以下「登録利用者」と

いう。）は、登録の内容に変更があつたときは速やかに連絡先等変更届・

利用券再発行申請書（第２号様式）を市長に提出しなければならない。 

（利用券の再交付） 

第７条 登録利用者は、利用券を忘失し、又は滅失した場合は速やかに連

絡先等変更届・利用券再発行申請書（第２号様式）を市長に届け出て、

利用券の再交付を受けなければならない。 

（利用券の譲渡等の禁止） 

第８条 利用券は、他に譲渡し、若しくは貸与し、又は不正に使用しては

ならない。 

（貸出手続） 

第９条 登録利用者が、貸出利用をするため図書室資料の貸出しを受けよ

うとするときは、利用券を市長に提出しなければならない。ただし、特

別の理由により市長が許可したときは、この限りでない。 

（登録利用者に係る確認等） 

第９条の２ 登録利用者は、第５条第２項の規定により利用券の交付を受

けた日（第７条の規定により利用券の再交付を受けたときは、再交付を

受けた日）から３年を経過する日（以下「確認の期限日」という。）ま

でに、利用券に住所を確認できるものその他必要な書類を添えて市長に

提出し、登録の内容の確認（以下「確認」という。）を受けなければな



らない。 

２ 市長は、登録利用者が次の各号のいずれかに該当したときは、図書室

資料の貸出し（予約を含む。第１３条第１項及び第３項において同じ。）

を停止するものとする。 

（１） 確認の期限日までに確認を受けなかつたとき。 

（２） 貸出申込書に記載された住所又は連絡先（以下「住所等」とい

う。第６条第１項の規定により住所等を変更する届出があつたときは、

変更後の住所等）に変更があり、当該登録利用者の所在が明らかでな

くなつたとき。 

３ 市長は、登録利用者が次の各号のいずれかに該当したときは、登録を

抹消するものとする。 

（１） 第４条各号のいずれにも該当しなくなつたとき（同条ただし書

の規定による許可を受けたときを除く。）。 

（２） 第４条ただし書の許可が取り消されたとき。 

（３） 確認の期限日までに確認を受けず、当該確認の期限日から５年

を経過する日までに確認を受けなかつたとき。 

（４） 登録の抹消を希望する申出を行つたとき。 

４ 前３項の規定は、確認を受けたものが引き続き貸出利用をしようとす

る場合について準用する。この場合において、第１項中「第５条第２項

の規定により利用券の交付を受けた日（第７条の規定により利用券の再

交付を受けたときは、再交付を受けた日）」とあるのは、「登録の内容

の確認を受けた日」と読み替えるものとする。 

（貸出しの禁止） 

第１０条 貴重図書、辞書、新着書、郷土資料、地方行政資料、新聞雑誌

その他市長が貸出しが適当でないと認めた図書室資料については、図書

室以外で利用することができない。 

（貸出冊数及び貸出期間） 



第１１条 同時に貸出利用できる図書室資料は、１人１０冊以内とし、貸

出期間は２週間以内とする。ただし、特別の事由により市長の許可を受

けた者は、この限りでない。 

（損害の賠償） 

第１２条 図書室資料を利用する者（以下「利用者」という。）が、図書

室資料を毀損し、又は紛失したときは、損害を賠償しなければならない。

ただし、市長が利用者の責めに帰することができないと認めるときは、

この限りでない。 

（貸出し又は閲覧の制限） 

第１３条 市長は、利用者がこの規程に違反し、又は図書室の運営上支障

がある行為を行つたと認めるときは、当該利用者に対し、図書室資料の

貸出し及び閲覧を制限するものとする。 

２ 市長は、登録利用者が正当な理由なく貸出資料（貸出しを受けた図書

室資料をいう。次項において同じ。）を返却すべき日までに返却しない

ときは、書面、電話その他の方法により督促を行うものとする。 

３ 前項の規定による督促を受けた登録利用者が貸出資料を返却すべき日

から３０日を経過する日までに返却しないときは、図書室資料の貸出し

を停止するものとする。 

（雑則） 

第１４条 この規程に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この規則は、昭和６３年１１月１日から施行する。 

附 則（平成４年規則第６６号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成５年１月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の第１１条の規定は、この規則の施行の日以後の貸出しについ



て適用し、同日前の貸出しについては、なお従前の例による。 

附 則（平成８年規則第５７号） 

この規則は、平成８年１０月１日から施行する。 

附 則（平成１８年規則第５２号） 

この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２９年規則第４９号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成３０年１月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に改正前のそれぞれの規則の様式の規定により

作成されている用紙は、改正後のそれぞれの規則の様式の規定にかかわ

らず、当分の間、使用することができる。 

附 則（平成３１年規則第５号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、現に改正前のそれぞれの規則の様式の規定によ

り作成されている用紙は、改正後のそれぞれの規則の様式の規定にかか

わらず、当分の間、使用することができる。 

附 則（令和６年規則第５３号）抄 

（施行期日） 

１ この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の日前に第１条の規定による改正後の越谷市北部市民

会館図書室図書貸出規程第９条の２第１項の登録の内容の確認（以下こ

の項及び次項において「確認」という。）に相当する確認を受けた者に

ついては、当該確認を受けたときに、同項の確認を受けたものとみなす。 



 



 



第１号様式（第５条関係） 

第２号様式（第６条、第７条関係） 

 


